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　　　　　　　　　　　　　　　サ1　調査地域の概況　Ubersicht　des　Untersuchungsgebietes

1．　位 置　Lage

　沼田市は東経139。00’～07’，北緯36。35’～48’にあり，日本のほぼ中央部に位置している。市域

は東西に12．3km，南北に23．9kmと南北に糸【li長く，総爾積136．65km2で群馬県内の都市では前橋に

次ぐ広さをしめている。首都東京から直線距離で北西約130kmにあり，北毛地方の文化，行政の

中心地となっている（Fig．1）。

　2．地形および地質　％pographie　und　Geologie

　沼田市の中心部をよ，武尊山（2，158m），赤城山（！，828m），子持山（！，296m），三鋒山（！，222．5

m）など四方を山々に囲まれており，沼田盆地を形成している。また，市内を流れる利根州，片

1翌1川，薄三州は台地を浸食し，河岸段丘を形成している。とくに片晶川の河岸段丘は日本でも最

大級の規摸をもち，3段の段丘が発達している。河床から上位段丘而の沼閏台地までの比高は80

～！60mにも及んでいる。沼［i三；台地は妙礫層と粘土層の互層から成り，湖成屑としての粘土層の

連続分布は洪積世における古沼田湖の存在を二二させる。

　武尊1．1．係，三峰山，子持山などは安山岩類や流紋岩類など火成羅から成っている。そのほかの

地域は堆積岩類が占めている。火山灰など火山噴禺物の影響を受け，黒ボク土も広く分布してい

る（Fig．2）。

3．気 候　Kllima

　沼田市は谷川連峰や三霞［山脈など，太平洋岸気候と日本梅岸気候の2大気候区を分つ主動因子

である脊梁山脈々こほど近く，両気候の境界領域に位顕している。すなわち，南部の子持山や台地

上は太平洋岸気候下にある。しかし北上するにつれて臼本海岸気候の影響が強くなり，尼ケ禿山，

乱臣山，留原など北部l！i地ではほぼ完全な1三｛本海岸気候となる。三i【亀Llの南側山麓イ寸近に積雪50

c田のミヤコザサ線が通っている。

　気温は年平均！0～！！℃で！0℃を下まわることはない。内陸型気候のため夏は高温となり33。C以

⊥に及ぶこともあるが，冬は寒く，1～2月には一10℃にも下り，数年に！度は一14～ユ5℃に達

することもある。温量指数でみると，海抜430mの台地部でWI－94，0m．　d．　CI雄一8．！1n．　d．と

なり，沼田苗の中心部をま常緑広葉樹林帯；ヤブツパキクラス域にあるといえる。降水量は余り多

くなく，年間1，000m照前後にとどまっている。

　北部山地は気象観瀾資料がなく詳しいことは不明である。迦葉1細こは市営スキー場がある他，

玉原に生育しているアスナロの枝が高さ2mを越えるところまで腕曲していることなどから推測
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Fig．1　沼旺1市の位踵とその気候
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　Fig，2　沼田市の地質（群馬県地質図1960）。

Geologische　Karte　der　Stadt　Numata（aach　Geologisc1｝er

Karte　der　Prafektur　Gumma　l960）．

すると，冬季の積雪はかなりの量に達すると推定される。

　風は1月セこは北～北東刎風が卓越し，次第に北蓉の風に変わり，

10月頃から再び北西の風が多くなり，12月差ら北東に変わる。

6ノヨ頃からは南向きとなるQ
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　　Fig．3　昭和村から鉋た沼田台地。片1騒川の河岸段丘がよく発達している。

Numa重a－Hochebene　m三t　gut　entwicke1亡er　Terrasse　des　Fユusses　Katashinagawa，　Berge

im　Hlntergrund　sincl（ler　Tokami－yama（recl甑ts　700m廿．　NN）und（1es　Bergs　Mitumine

（Mitte．1，121m　U、　NN）．

4．植生概観Ubersicht　der　Vegetaもion

　沼田市は台地部と，その下を流れる利根州，片1懸1川，薄根川流域の沖積地およびそれらによっ

て形成された河岸段丘，発知川流域の沖積地，子持山を中心とする南部薩【地ならびに王鋒山，迦

葉山，鹿俣山などの北部山地から構成されている。

　叢論台地にはシラカシ，ケヤキなどが屋敷林として単木的に残されているにすぎないが，河岸

段丘崖には，かつて植栽された林分と考えられるケヤキ林がよく発達している。段丘斜瀬はスギ

植林が多く，コナラ林もみられる（Fig．3）。利根川本流沿いの冠水地にはツルヨシやオギ草原，

タチヤナギ林などが生育しているほか，支流の発知川，四国川など北部の小河州ではオノエヤナ

ギ林，フサザクラ林，サワグルミ林などが盈熱している。薄根川や発知川のi＝1エ1洲シこは植林後二次

的に広がった訟セアカシア林がみられる。沖積地は水田耕／ノ1三地に利用されており，ウリカワーコ

ナギ群集など水田雑草鴛羊落が生育している。各山地のふもとや丘陵地には，火山灰地帯を反映し

てクワ畑やコンニャク畑が多い。また，それらの斜画部はスギ植林やコナラの優占する薪炭林に

なっていることが多い。佐山町や発知新田町ではリンゴ園の経営も盛んである。

　子持山セこは自然林はほとんど残されておらず，スギ植林，アカマツ植林が大部分を占めている。

かつて小峠より高所にみられたミズナラを主とする薪炭林も植林にかえられたところが多い。
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　　Fig．4　迦渠山和」∵台（海抜！，！60m）から南方沼田市域を望む。

　　　　　　左は発知川ぞいの沖積低地，右上：方は子持山。

Fernansicht　der　Sta（lt　Numata　im　Nebel　von　Wajo（1ai　aus（1，160m　O．　NN）am

Berg　Kashozan．　Tieflage（links）ist　Alluvlalf1註che　des　Flusses　Hocchi．　Rechts

oben　ist　Berg　Komochiyama（1，226m廿．　NN）．

　三iil条1姻まアカマツ植林を含めたアカマツニ次林が多いが，山頂付近にはブナ林やイヌブナ林が

断片約に残存している。海抜900mの河内神社に々ま植栽されたシラカシが生畜しているのが注目

される。隣接する戸袖．賊まアカマツ林が多い。

　北部山地は沼田rl∫で蚊も躍然林が残されている地域である。迦栞山弥勒寺の参道沿いにはモミ

林やサワグルミ林が生育しており，弥勒寺の裏由には騒騒こチャボガヤやハイイヌガヤの優幽す

る見事なブナ林が発達している。また迦難山の海抜！，200m付近の岩峰にはクロベ林が自然状態

で生有している。薄塗地区は申間湿原の玉原湿原を中心として，アスナロ林や多雪地ブナ林であ

るヒメァオキーブナ群集が生育している。湿原の流水辺にはミズバショウ，ヒオウギアヤメなど

がみられる。湿原の中心部はワタスゲ，ヌマガヤ，ミタケスゲ，ヤチカワズスゲ，ミカズキグサ，

ミズギク，コバイケイソウ，オオミズゴケ，アオモリミズゴケなどが生育し懇懇湿原躯三1生を形成

している。鹿難山や尼ケ禿山の稜線斜面の多難地にはミヤマナラ低木林やチシマザサ草原，アカ

ミノイヌツゲ低木林，キャラボク低木林などがみられる。海抜1，900m付近の武尊Li．1剣ケ峰を中

心とする稜線にはハイマツ林が生育している。また繕う享山の風衝の影響をあまり受けない範高山

；l11；の斜面や平坦地には，常緑針葉樹林のシラビソーコメツが林がみられる。また，北部山地では

カラマツ植林やミズナラ林，ダケカンバ林など旧債植生の占める割合も大きい（Fig．5）。
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Fig．5　オオシラビソ群集（手前），ダケカンバ群落（右下），チシマザサー

　　　アカミノイヌツゲ群落（左中）の生育する武尊山剣ヶ峰周辺α毎抜

　　　約1，800m）。稜線の左側が沼国市。

Der　Berg　Hotakayalna，　Kengamine　etwa　1，800m　ti．　NN，　mit　A　b　i　e亡etum

mariesii（Vorne），β伽1σθ7脚漉・Gesellschaft（rechts　unten），　Sα3α

勧7’」θηs∫3一παじs呂‘86プ。た露var．ゐγθ〃ψ04観。認認α一GeseUschaft（links　Mitte）．

　以上のように，沼1錘三1市は常緑広葉桑録林帯，ヤブツバキクラス域から夏緑広葉樹林帯；ブナクラ

ス域を中心に，一部亜高払Li常緑針葉樹林帯，コケモモートウヒクラス域に及んでおり，そこに生

育する植生も多彩で変化に豊んでいる。


